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駐屯地マスコットキャラ
『宇駐人』くん

宇都宮駐屯地公式HP

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
「
宇
都
宮
の
防
人
」
読
者
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
平
素
か
ら
宇
都
宮
駐
屯
地
に
対
し
て
格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
戦
後
、
最
も
厳
し
く
複
雑
化
し
て

お
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
未
だ
終
結
の
見
通
し
が
立
た
な
い
ば

か
り
か
北
朝
鮮
ま
で
も
侵
攻
に
参
加
、
ま
た
中
国
に
よ
る
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
に
お

け
る
一
方
的
な
現
状
変
更
や
そ
の
試
み
が
継
続
・
強
化
さ
れ
る
な
ど
、
状
況
は
深
刻
化

し
て
い
る
一
方
で
あ
り
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
も
、
風
水
害
等
の
災
害
が
激
甚
化
し
、

大
地
震
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

環
境
の
中
、
陸
上
自
衛
隊
は
、
い
つ
如
何
な
る
事
態
に
も
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

「
強
靭
な
陸
上
自
衛
隊
の
創
造
」
を
目
標
と
し
奮
励
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

宇
都
宮
駐
屯
地
の
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
年
初
の
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

て
第
１
０
２
施
設
直
接
支
援
大
隊
第
２
直
接
支
援
隊
、
第
３
０
６
特
科
直
接
支
援
中
隊

第
２
直
接
支
援
小
隊
を
は
じ
め
と
す
る
駐
屯
各
部
隊
が
災
害
派
遣
に
出
動
す
る
と
と
も

に
、
国
外
に
お
い
て
は
中
央
即
応
連
隊
が
第
２
２
次
派
遣
海
賊
対
処
行
動
支
援
隊
（
ジ

ブ
チ
）
、
カ
ー
ン
ク
エ
ス
ト
24
（
モ
ン
ゴ
ル
）
、
レ
ン
ダ
ー
セ
ー
フ
（
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
）
の
た
め
海
外
で
活
動
す
る
等
、
国
内
外
の
平
和
の
た
め
日
々
任
務
を
遂
行
し
て
参

り
ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
ぶ
り
に
実
動
で
実
施
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
演
習
、
防
衛
省
・

自
衛
隊
70
周
年
記
念
観
閲
式
に
駐
屯
各
部
隊
が
参
加
す
る
等
、
各
種
訓
練
に
励
み
、
抑

止
・
対
処
の
実
効
性
を
向
上
し
て
参
り
ま
し
た
。
駐
屯
地
の
行
事
と
し
て
は
、
74
周
年

創
立
記
念
行
事
及
び
納
涼
祭
を
開
催
し
て
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
ま
た
栃
木

県
自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼
式
を
厳
正
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
各
種
任
務
、
訓
練
、
行
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
地
域
の
方
々

の
ご
支
援
、
ご
協
力
、
ご
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
改
め
て
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
令
和
七
年
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
駐
屯
地
隊
員
一
同
、
一
層
努
力
を
重
ね
て

い
く
所
存
で
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

魁
（
さ
き
が
け
）
会
を
始
め
と
す
る
各
協
力
団
体
の
皆
様
、
隊
員
ご
家
族
の
皆

様
、
連
隊
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
中
央
即
応
連
隊
に
対
し

格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
７
月
に
第
22
次
隊
派
遣
海
賊
対
処
行
動
支
援
隊
と
し
て
ジ
ブ
チ
共
和

国
に
隊
員
を
派
遣
し
、
酷
暑
の
中
、
海
賊
対
処
行
動
任
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
、
タ
イ
等
、
国
外
訓
練
を
は
じ
め
各
種
訓
練
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
各
種
事
態
や
大
規
模
災
害
に
も
即
応
す
べ
く
態
勢
を
維
持
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
際
、
関
係
諸
団
体
の
皆
様
か
ら
出
国
時
の
激
励
や
新
隊
員
へ
の
激

励
等
の
参
加
を
賜
り
、
厳
し
い
任
務
を
遂
行
す
る
隊
員
た
ち
の
大
き
な
励
み
と
な

り
ま
し
た
。
連
隊
隊
員
一
同
、
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
新
年
に
お
い
て
も
皆

様
の
御
期
待
に
沿
う
べ
く
隊
務
を
遂
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
日
々
緊
迫
の
度
合
い
を
高
め
て
お
り
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
ガ
ザ
紛
争

に
起
因
す
る
中
東
情
勢
の
不
安
定
化
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
パ
ワ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
変
化
に
よ
り
不
確
実
性
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
安

全
保
障
環
境
や
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
常
態
化
す
る
中
に
お
い
て
、
中
央
即
応

連
隊
が
任
務
を
完
遂
し
国
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に
、
日
々
厳
し
い
訓

練
に
よ
り
そ
の
能
力
を
磨
き
、
実
効
性
を
高
め
て
お
り
ま
す
。
他
方
、
我
々
が
効

果
的
に
訓
練
を
す
る
に
は
関
係
諸
団
体
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。
災
害
対
応
に
お
い
て
も
迅
速
か
つ
効
果
的
に
対
応
す
る
に
は
、

皆
様
の
ご
協
力
が
極
め
て
重
要
で
す
。
新
年
に
お
い
て
も
皆
様
に
防
衛
省
・
自
衛

隊
へ
の
理
解
を
更
に
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

結
び
に
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
年
で
あ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
中
央
即
応
連
隊
が
躍
進
の
年
に
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

中
央
即
応
連
隊
長

１
等
陸
佐

堀
口

大
助

カーンクエスト（モンゴル） 陸曹候補生履修前教育

中重砲長距離射撃訓練（北海道）調達弾薬領収射撃試験支援（北海道）

【 東部方面特科連隊第２大隊 】
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宇
都
宮
駐
屯
地
業
務
隊
長

２
等
陸
佐猪

瀨

智

駐
屯
地
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
７
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
業
務
隊
を
代
表
し
ま

し
て
旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
各
部
隊
の

協
力
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
初
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
駐
屯
地
所
在
部
隊
及
び
駐
屯
地

を
利
用
す
る
全
て
の
部
隊
が
、
最
高
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
任
務
に
邁

進
し
得
る
よ
う
、
業
務
隊
一
丸
と
な
っ

て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
は
明
る
い
話
題
が
あ
っ
た
一
方
で

自
然
災
害
が
連
続
し
て
発
生
し
、
ま
た
、

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
く
、
現
在
も
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
、
部
隊
に
は
よ

り
一
層
の
緊
張
感
を
も
っ
て
任
務
に
即

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
々
業
務
隊
は
、
有
事
を
念
頭
に
置
い

て
部
隊
、
隊
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
向
上
に
取
り
組
み
、
部
隊
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
今
年
は
業
務
隊
か
ら
提
案
す
る

「
プ
ッ
シ
ュ
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
な
る
べ

く
多
く
発
信
し
、
更
な
る
駐
屯
地
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
、
よ
り
一
層
努
力

を
重
ね
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り

多
い
年
で
あ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

安全祈願 年末行事

第
３
０
７
施
設
隊
長

２
等
陸
佐岡

部

信
幸

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
12
月
に
、
第
11
代
第
３
０
７
施

設
隊
長
に
着
任
し
ま
し
た

２
等
陸
佐

岡
部
信
幸
で
す
。

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
第
３
０
７
施

設
隊
に
対
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
施
設
隊
は
、
各
種
事
態
に
備
え

る
た
め
、
練
成
訓
練
、
演
習
場
定
期
整

備
、
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
、
防
災
訓

練
等
に
取
り
組
み
任
務
を
完
遂
す
る
と

も
に
、
部
隊
・
隊
員
の
作
戦
遂
行
能
力

を
着
実
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

部
隊
と
し
て
こ
れ
ら
の
各
種
訓
練
・

支
援
等
に
邁
進
で
き
ま
し
た
の
も
、
隊

員
ご
家
族
の
皆
様
、
並
び
に
関
係
協
力

団
体
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
も
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
即
応
で
き

る
よ
う
、
更
に
強
靭
な
部
隊
を
目
指
し

て
訓
練
等
に
精
進
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東富士演習場整備 ２．５ＬＰ築城訓練
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中
央
即
応
連
隊
（
連
隊
長
＝
堀
口
大
助

１
等
陸

佐
）
は
、
令
和
６
年
10
月
25
日(

金)

か
ら
11
月
15
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
宇
都
宮
駐
屯
地
に
お
い
て
第
１
４

６
期
陸
曹
候
補
生
課
程
履
修
前
教
育
（
共
通
）
を
実
施

し
た
。

本
教
育
は
、
陸
曹
教
育
隊
入
校
時
に
必
要
な
共
通
的

識
能
の
修
得
、
資
質
の
充
実
及
び
実
員
指
揮
能
力
の
向

上
を
図
り
、
入
校
準
備
に
万
全
を
期
す
た
め
、
入
校
予

定
者
27
名
（
中
央
即
応
連
隊
10
名
、
東
部
方
面
特
科
連

隊
第
２
大
隊
14
名
、
中
央
情
報
隊
２
名
、
中
央
特
殊
武

器
防
護
隊
１
名
）
に
対
し
実
施
さ
れ
た
。

教
育
に
先
立
ち
副
連
隊
長
は
被
教
育
者
に
対
し
「
本

質
の
理
解
や
問
題
認
識
の
保
持
」
や
、
「
陸
曹
は
部
隊

の
練
度
で
あ
り
伝
統
」
「
充
実
か
つ
向
上
す
る
た
め
の

着
意
事
項
」
等
を
講
話
で
述
べ
た
。

被
教
育
者
は
本
教
育
を
通
し
、
基
本
・
基
礎
の
徹
底
、

実
員
指
揮
等
を
学
び
、
入
校
の
準
備
を
完
了
し
た
。

中
央
即
応
連
隊
（
連
隊
長
＝

堀
口
大
助

１
等
陸
佐
）
は
、

令
和
６
年
９
月
か
ら
宇
都
宮
駐

屯
地
に
お
い
て
「
令
和
６
年
度

後
期
新
着
任
者
戦
力
化
教
育
」

を
実
施
し
た
。

本
教
育
は
、
新
着
任
者
等
に
対

し
、
主
に
国
際
任
務
に
関
す
る

教
育
を
年
２
回
実
施
し
、
資
質

及
び
基
礎
的
技
能
・
識
能
を
修

得
さ
せ
早
期
戦
力
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

教
育
に
は
、
中
央
即
応
連
隊

所
属
の
隊
員
の
ほ
か
国
際
活
動

教
育
隊
か
ら
１
名
、
航
空
自
衛

隊
か
ら
２
名
が
参
加
し
た
。
被

教
育
者
は
、
職
種
、
階
級
、
性

別
に
関
係
な
く
同
様
に
訓
練
し
、

様
々
な
課
目
を
通
じ
て
同
期
と

の
絆
を
深
め
、
一
致
団
結
し
て

教
育
に
臨
ん
だ
。

教
育
に
参
加
し
た
航
空
自
衛

隊
の
隊
員
か
ら
は
「
至
近
距
離

射
撃
で
は
、
初
め
て
経
験
す
る

射
撃
方
法
や
射
撃
姿
勢
な
ど
も

あ
り
、
射
撃
練
度
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
」
「
部
隊
に

戻
っ
た
ら
、
こ
の
教
育
で
学
ん

だ
こ
と
を
警
備
訓
練
や
Ｓ
Ｕ
Ｔ

等
の
訓
練
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
、
国
際
活
動
教
育
隊
か
ら

参
加
し
た
隊
員
か
ら
は
「
実
任

務
を
意
識
し
て
訓
練
内
容
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
る
と
感

じ
た
。
今
回
学
ん
だ
事
を
基
に
、

国
際
活
動
教
育
隊
で
実
施
し
て

い
る
基
礎
教
育
の
内
容
へ
反
映

し
て
い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ

語
っ
て
い
た
。

陸
曹
候
補
生
課
程

履

修

前

教

育

（

共

通

）

地雷原突破口通過の様子

戦闘訓練

「無形戦闘力」の重量物運搬 ＳＵＴ訓練

新

着

任

者

戦
力
化
教
育

第
３
０
７
施
設
隊
は
、
令
和
６
年
12
月
13
日

（
金
）
か
ら
12
月
17
日
（
火
）
の
５
日
間
、
宇
都

宮
駐
屯
地
に
お
い
て
令
和
６
年
度
第
４
回
予
備
自

衛
官
招
集
訓
練
を
実
施
し
、
12
月
の
寒
空
の
中
、

５
日
間
延
べ
１
２
２
名
の
予
備
自
衛
官
が
本
訓
練

に
参
加
し
た
。
予
備
自
衛
官
と
し
て
の
資
質
を
養

う
と
と
も
に
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
知
識

及
び
技
能
に
つ
い
て
、
練
度
の
維
持
・
向
上
を
図

る
た
め
、
体
力
検
定
・
射
撃
検
定
の
他
、
共
通
訓

練
と
し
て
、
基
本
教
練
・
体
育
訓
練
・
救
急
法
・

警
備
訓
練
・
対
特
殊
武
器
防
護
、
職
種
訓
練
と
し

て
、
連
結
（
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
）
・
歩
哨
所
の
構
築

等
の
訓
練
を
実
施
し
た
。

令和６年度第４回

予備自衛官招集訓練

救急法 射撃予習



令和７年１月 み や の さ き も り 第７５号（５）

東
部
方
面
特
科
連
隊
第
２
大
隊

（
大
隊
長
＝
森

温

２
等
陸
佐
）

は
、
令
和
７
年
１
月
８
日(

水)

令

和
７
年
年
頭
行
事
を
実
施
し
た
。

大
隊
長
に
よ
る
年
頭
の
辞
か
ら

始
ま
り
、
健
康
・
安
全
に
留
意
し

個
の
成
長
が
部
隊
の
精
強
化
に
繫

が
る
よ
う
精
進
し
て
い
こ
う
と
心

を
一
つ
に
し
た
。

そ
し
て
、
訓
練
場
の
南
北
横
一

列
に
配
置
さ
れ
た
東
部
方
面
特
科

連
隊
第
２
大
隊
の
火
砲
９
門
及
び

車
両
１
両
、
第
３
０
６
特
科
直
接

支
援
中
隊
第
２
小
隊
の
重
レ
ッ

カ
ー
車
１
両
の
各
装
備
品
を
、
大

隊
長
と
各
中
隊
長
が
御
神
酒
で
清

め
る
と
と
も
に
、
今
年
の
年
男
で

あ
る
巳
年
生
ま
れ
の
隊
員
が
戦
砲

隊
長
及
び
照
準
手
と
し
て
空
包
射

撃
を
実
施
し
、
１
年
の
安
全
を
祈

願
し
た
。

令和７年 年頭行事

本年も「宇都宮の防人」及び宇都宮駐屯地を
よろしくお願い申し上げます

御神酒によるお清め

準備よし！

東特連２大隊・306特直支２小隊 集結 射撃用意 撃て！

新年の抱負を述べた後 戦砲隊長を実施

初めて射撃する年男の隊員も


